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　一年数ケ月の空白を経て第5号がようや

く誕生した。この間の待ち遠しかったこと

は形容出来ない程である。：叉、それだけに

お待ち頂いた会員諸氏には先ずおわびを申

しあげなければならない・。

　前号の編集後記を読むと、これまた運延

のおわびが述べられている。そしてその理

由としてスタッフの外遊などによる不足を

挙げているa．ところが、この一年の聞に事

態はさらに喜ばしい悪藪を見せた。若手編

集陣の総留学により本誌の刊行は歯うか、

会務の執行さえi完全にストップしてし象っ

た。そ：こで何はともあれ第5号・を出さなけ

ればならないというので、傍藤義教・加藤

療識続氏を繍礁鴨｝
庶務は高林・鞘醗灘噸酬
つた。

　1957年、本会が発足して以来常に着

実呼樋繍て勲と思うが憎憎の1

緩　　認

　　基礎は全く固まった。今後、本会は多数の

　　留学生の備国を機に大躍進を遂げることと

　　信ずる。叉それは我々に課せられた使命で

　　もある。本会は会の性：箔上、研究誌のlij行

　　を最も主要な事業とするが、会の内容が次

　　第に充実して来た今日、謄写印捌では何と

　　なく重みを欠く憾みもあり、困際的威信に

　　毛力＞Nわるので、次号からは活蔽印翻に切

　　り換え、堂々と学徳誌界にデヴューする予

　　定である。従ってタイプによる「西南アジ

　　ア研究」は本秀・で最後となる。さXやかな

　　発禅痔代の本誌は、将来においても、こよ

　　なく懐しがられるであろうが、活販印刷に：

　　切り換えることは飛躍であり、舅出度いこ

　　とである。この切り換えに踏み切らせた本

　　号の執舞者各位に厚く御礼を申しあげたい。

☆一二余の空帥噺着鴎毛ずい分あ

　　り、とて竜整理出来ない現状である。もち

　　ろん胃腔その勢：カは続けられているが、本



　　書臼録は全部弦理の上、正…或に製行される

　　計闘があるので獺期待頂くようむ願いナる。

☆　塗潟離．もニゴスヴァリゴカ謙くな

ってしまったか、嚢鰹副套長はフラン．ス敷

蔚の招きで客員教授乏、して赴妊され、会員

中にも藤本・内記「清水・勝藤・恵谷の諸

氏が留学中であるr“　　　　　　（高林）
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